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【第１号議案 令和５年度育友会規約・育友会運営細則の改定（案）】 
令和６年１月吉日 

令和５年度育友会規約・育友会運営細則の改定（案）にあたり 

 
令和５年度の役員で話合い、現在の社会情勢に合わせ、「子ども達のため」という大前提のもと育友会

の活発化を図ることを模索してきました。 
打出浜小学校では、今までの育友会で様々な業務の見直し・スリム化が行われてきています。また、保

護者の皆様のご協力が役員という形でなくてもたくさん得ることができています。これらの状況を合わ
せて、現状では下記の形での育友会が適当ではないかという判断になりました。 
先生・保護者が連携し子どものための環境づくりなどを行っていくために、「やれる人ができることを

やる」というできるだけシンプルな組織で、子どもも先生も保護者も楽しいという組織になれればと考
えています。また、もう一度、会のあり方を原点に戻そうということで、今回「育友会」を「PTA（parent‐
teacher association）」に戻したいと考えています。 
今回の規約・運営細則の改定について、細部をご一読いただき、改定への採決についてご判断いただけ

れば幸いです。よろしくお願いします。 
打出浜小学校     
PTA会長 丹羽 洋文 

 

現 状                 改定後 

   



芦屋市立打出浜小学校 

PTAの手引き（案）

≪保存版（案）≫

大切に保存して下さい 



目 次

◆打出浜小学校PTAの構成と役割 ············· １

◆打出浜小学校PTA組織図 ··················· ３

◆芦屋市立打出浜小学校PTA規約・特例 ······· ４

◇芦屋市立打出浜小学校PTA個人情報取扱規則‥‥８

◇芦屋市立打出浜小学校PTA運営細則･･････････１１

◇芦屋市ＰＴＡ協議会慶弔規定………………………１３ 



1 

PTAとは 

総会とは 

役員会とは 

PTA活動をより理解し協力、参加する意味で、子どもが在籍している間に、子

ども一人に一回は、幹事を引き受けていただけますようお願いします。 

 打出浜小学校PTAの 

構成と役割 

打出浜小学校のPTA活動を理解・協力していただくため、 

PTAの構成や役割について説明します。 

� 児童の健全な成長を図ることを目的として、親と学校職員が学校単位で結成した団体

です。 

� 学校の教育方針に基づく校外の生活の指導に協力し、児童の健全な発達を促します。 

� 打出浜小学校PTAの全会員によって構成される最高議決機関です。 

毎年 4 月中に開き、役員の改選、会計の承認その他重要事項を決議します。 

� 役員で構成され､総会に次ぐ決定機関です。 

「ＰＴＡの原点を振り返って」 

ＰＴＡは「児童生徒の健全な成長をはかる」ことを目的とし、親と教師が協

力して、学校及び家庭における生活の指導、地域における教育環境の改善、

充実をはかるため会員相互の学習、その他必要な活動を行う団体である。 

兵庫県ＰＴＡ協議会 



2 

事務局とは 

実行部とは 

市育成愛護委員とは 

芦 P 協とは 

� 本会の中心となり活動します。 

� 本会の代表として、他校のＰＴＡ、諸団体との連絡や情報交換をします。 

� 下記の役名を参考に、集まった人数でできることをします。 

会長 

副会長（１名は教頭先生） 

会計 

庶務 

� 学校行事など、各イベントのサポートをします。 

� 事務局が招集する会議に出席します。 

� 芦屋市から委嘱され、芦屋市青少年育成愛護委員会打出浜班に所属し、地域のパトロー

ル等に参加します。

� 本会の組織ではありませんが、便宜上本会が委員を募集します。 

� 本会の会員/非会員に関わらず、保護者全員から委員を募集します。 

� 班長は事務局が招集する会議で活動を報告します。 

� 「芦屋市ＰＴＡ協議会」の略。芦屋市公立学校園の幼稚園・小学校・中学校のＰＴＡが加入してい

る社会教育団体で、情報交換・共通課題の研究等をしており、随時会合を持っています。 
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会員（保護者と教職員） 

芦屋市青少年育成愛護委員会所属 

市育成愛護委員 

班長 

副班長 

班員 

※会員、非会員を問わない

事務局 

役員｜会長・副会長・会計・庶務 

※会長と会計の役割を優先し、集まった人数でできることをする

※役員の最低人数を２名（会長１名と教頭）とする

実行部 

・学校行事など各イベントのサポート。

・学校との調整、お手伝いスタッフ募集、募集の告

知や案内等の作業。 

※集まった人数でできることをする

組織図 
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芦屋市立打出浜小学校 

ＰＴＡ規約

第１条 本会は、芦屋市立打出浜小学校PTAと称し、この団体を次の所在地におく。

（設立年月日：昭和５７年４月２８日 所在地：兵庫県芦屋市新浜町８番２号） 

第２条 本会は、関係者全ての生活環境をゆたかにすることを目的とする。 

第３条 本会は、その目的を達成するために、次の活動を行う。 

（１） 児童の人格陶冶に資する、正しく、明るく、美しい環境をつくる活動。

（２） 会員相互の修養と親和を図る活動。

（３） その他、本会の目的達成に必要な活動。

第４条 本会の会員と入退会については、次のとおりとする。 

(１) 会員 本校に在籍する児童の保護者と教職員。
(２) 本会への入退会については以下の内容に規定する。

①本会への入会は任意であるが、学校行事への参加と活動等のため全員加入
を望む。

②入会をする際は「入会確認書」を提出し、在校中は入会継続とする。
③退会をする際は退会手続きとして、「加入状況確認書」及び「退会届」を

提出すること。
④卒業・転出等によって会員資格を失う者は自動的に退会とし、「退会届」

を提出する必要はない。
⑤自由意思による退会の場合、原則として年度途中の退会はできないものと

する。次年度の退会は２月末を期限とし、手続きを行い、育友会会長によ
る「退会届受理書」の発行をもって成立したものとする。

(３) 賛助会員 本校教育に理解を持ち、会員の推薦を受け、役員会が承認した者。
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第５条 本会の組織構成は、次のとおりとする。 

（１） 事務局 役員を置く。 

（２） 実行部 実行部員を置く。 

（３） 会計監査 原則として前年度会計を担当した者が務める。 

（４） 顧問                                           原則として校長が務めることとし、その他必要に応じ

 会長が役員会の承認を得て委嘱する。

第６条 本会の役員の任務は、原則として次のとおりとする。 

（１） 会長は、本会を代表し、会務を統括するとともに、各種会合を招集し議事を司

る。

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その代理をする。

（３） 会計は、本会の会計を行い、年度末に、会計監査委員の監査を受け、決算報告

を総会に提出する。

（４） 庶務は、本会運営に必要な記録・通知・その他の事務を行う。

第７条 本会の役員及び実行部員の選出及び任期は、次のとおりとする。 

（１） 役員は会員より選出し、総会の承認を得る。

（２） 実行部員は、会員より選出する。

（３） 役員及び実行部員の任期は、次期総会までとする｡

但し、再任は妨げない。尚、会長、副会長は、引き続いて同一の役に３年を超

えてつくことができない。

第８条 本会の会合及び決議方法を次のとおりとする。 

総会は全会員をもって構成され、本会の最高決議機関である。総会は定期総会と臨時

総会がある。会員の資格をもたない教職員・保護者も総会に参加することができるが、

議決権をもたない。 

議長は、会員の中から１名選出する。 

（１）定 期 総 会 年度初めに、前年度会長が招集・開催して、次の項目について

審議・議決する。 

１．規約の改定 
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２．会費の変更 

３．事務局役員及び会計監査の承認 

４．前年度活動報告および今年度活動計画の承認 

５．前年度決算報告および今年度予算案の承認 

６．その他必要と認める事項 

（２）臨 時 総 会 会長又は、会員の３分の１以上の要求があった場合招集・開催

する。  

（３）役 員 会 本会運営に必要な事項を審議する。 

（４）専門委員会 必要に応じて開催する。 

（５）総会は、会員の３分の２以上（委任状を含む）、役員会は役員の３分の２以上

(委任状を含む)の出席により成立する。

（６）緊急事項については、役員会の決議により執行することができるが、総会で報

告しなければならない。 

（７）各会合の決議は、出席者の過半数をもって行なう。

(８) 定期総会および臨時総会の開催において、役員会が必要と認めたときは、書面

総会を開催することができる。全ての総会は同じ効力を持つ。

書面総会開催の際は、必要な資料を添付した書面により会員に周知し、会員の

３分の２以上の議決書をもって書面により議決することができる。なお、未提

出・白紙提出は書面総会の内容に同意したとみなす。

第９条 本会の会計は、次のとおりとする。 

（１） 本会の会計年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。

（２） 本会の経費は、会員・賛助会員の会費等をもってこれにあてる。

（３） 会費の額は、年額１２００円（月額１００円）とする。

（４） 会計監査委員は、本会の会計を監査する。

（５） 会員は、いつでも会計帳簿を閲覧することができる。

第１０条 細則は、この規約に従うこととする。なお、不明な点があれば、役員会の判断に従

うものとする。 
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附 則 

（１） 慶弔規定については、芦屋市Ｐ･Ｔ･Ａ協議会の規定に準ずる。

（２） この規約は、昭和５７年４月２８日から施行する。

平成 ２年 １月３０日一部改正 

平成 ３年 ４月 １日一部改正 

平成 ８年１２月 ３日一部改正 

平成１２年 ４月２４日一部改正 

平成１６年 ２月２７日一部改正 

平成１８年 １月１３日一部改正 

平成２０年 ３月３１日一部改正 

平成２７年 ４月２０日一部改正 

平成２８年 ４月２０日一部改正 

平成３０年 ４月２０日一部改正 

平成３１年 ４月１９日一部改正

令和 ５年 ４月２１日一部改正 

令和 ６年 １月改正予定
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個人情報取扱規則 
第１条(目的) 

芦屋市立打出浜小学校PTA（以下、「本会」という。）が保有する個人情報の適正な取

り扱いと活動の円滑な運営を図るため、個人の権利・利益を保護することを目的

に、本会役員名簿及びその他の個人情報データベース（以下、「個人情報データベ 

ース」という。）の取扱いについて定めるものとする。 

第２条(責務) 

本会は個人情報保護に関する法令を遵守するとともに、PTA活動において個人情報の

保護に努めるものとする。 

第３条(管理者) 

本会における個人情報データベースの管理者は、PTA会長とする。 

第４条(取り扱者) 

本会における個人情報データベースの取扱者は、PTA役員とする。 

第５条(秘密保持義務) 

個人情報データベースの管理者・取扱者は、職務上知ることができた個人情報をみだり

に他人に知らせ、または不当な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

第６条(収集方法) 

本会は、個人情報を収集する時は、あらかじめその個人情報の利用目的を決め、本人に

明示する。なお、要配慮個人情報などを収集する場合は、あらかじめ本人の同意を得る。 

第７条(利用) 

取得した個人情報は、下記の目的のために利用する。 

(１)会費集金、管理、その他の文書の配付及び送付

(２)会員名簿、役員名簿、委員会名簿等の作成

(３)愛護部活動（旗当番、登校班編成など）
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第８条（利用目的による制限） 

本会はあらかじめ本人の同意を得ないで、前条の規定により特定された利用目的の達

成に必要な範囲を越えて、個人情報を取り扱ってはならない。 

第９条(管理) 

個人情報は、管理者又は取扱者が適正に管理する。不要となった個人情報は管理者立

会いのもとで、適正かつ速やかに廃棄するものとする。 

第 10 条(保管及び持ち出し等) 

個人情報データベース、個人データを取り扱う電子機器等についてはウイルス対策ソフ

トを入れるなど、適切な状態で保管することとする。また、持ち出す場合は、電子メー

ルでの送付も含め、ファイルにパスワードをかけるなど適切に行うこととする。

第 11 条(第三者提供の制限) 

個人情報は下記に挙げる場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者に提供し

てはならない。 

(１)法令に基づく場合

(２)人の生命、身体又は財産の保護のために必要な場合

(３)公衆衛生の向上又は児童の健全育成の推進に必要がある場合

(４)国の機関もしくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を

遂行することに対して協力する必要がある場合

第 12 条(個人情報の共同利用) 

本会は、芦屋市立打出浜小学校と利用目的の範囲内で保有する個人情報を共同で利用

することがある。 

第 13 条(第三者提供に係る記録の作成等） 

個人情報を第三者（第 11 条第１号から第 4 号の場合及び県、市役所を除く）に提供

したときは、次の項目について記録を作成し保管する。 

1. 第三者の氏名

2. 提供する対象者の氏名

3. 提供する情報の項目
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4. 対象者の同意を得ている旨

第 14 条(第三者提供を受ける際の確認等） 

第三者（第 11 条第１号から第 4 号の場合及び県、市役所を除く）から個人情報の提

供を受けるときは、次の項目について記録を作成し保管する。 

1. 第三者の氏名

2. 第三者が個人情報を取得した経緯

3. 提供を受ける対象者の氏名

4. 提供を受ける情報の項目

5. 対象者の同意を得ている旨（事業者でない個人から提供を受ける場合は記録不要）

第 15 条(情報開示等) 

本会は、本人から、個人情報の開示、利用停止、追加、削除を求められたときは、法令

に沿ってこれに応じる。 

第 16 条(漏えい時の対応) 

個人情報データベースを漏えい等（紛失含む）したおそれがあることを把握した場合は、

直ちに管理者に報告する。 

第 17 条(研修) 

本会は、PTA役員に対して、定期的に、個人データの取扱いに関する留意事について、研

修を実施するものとする。 

第 18 条(苦情の処理) 

本会は、個人情報の取扱いに関する苦情の適切かつ迅速な処理に努めなければならない。 

第 19 条(改正) 

本会の「芦屋市立打出浜小学校PTA 個人情報取扱規則」は芦屋市 PTA 協議会の承認を得

て、総会において改正する。 

附則 

本規則は、平成 30 年 4月 20 日より施行する 
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芦屋市立打出浜小学校 

ＰＴＡ運営細則 
芦屋市立打出浜小学校規約第１０条に基づき、次の『細則』を適用する。 

第１条 規約第５条に基づく組織と任務の内容は、次のとおりとする。 

（１） 事務局 ・本会の運営における諸任務を行う。

・実行部員を募集する。

・必要に応じて実行部を招集し会議を行う。

（２） 実行部 ・学校行事など各イベントの段取りとサポートを行う。

・学校との調整、お手伝いスタッフの募集、スタッフへの

指示連絡などを行う。

・事務局をサポートする。

第２条 規約第５条に基づく、役員の役名と人数は、原則として次のとおりとする。 

（１） 会 長 １名 

（２） 副会長 ２名とし、うち１名は教頭とする。 

（３） 会 計 １名 

（４） 庶 務 １名 

但し、役名と役名ごとの人数は必ずしも上記のとおりでなくともよい。また、芦Ｐ

等の役員を選出する場合は兼任も可とする。 

第３条 役員の最低人数 

役員の最低人数は２名とし、うち１名は教頭が務める副会長とする。 

第４条 規約第６条に基づく役員の役割 

会計の役割を優先し、集まった人数でできることをする。 
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第５条 規約第５条に基づく、実行部員の人数と活動については、次のとおりとする。 

運動会や音楽発表会など学校行事を優先し、集まった人数でできることをする 

旧育友会細則第３条～８条は削除 

第６条 その他必要あるときは、会長が判断し役員会で報告する。 

附 則 

本細則は、昭和５７年４月２８日から施行する。 

平成 ２年 １月３０日改正 

平成 ４年 ３月３１日改正 

平成 ８年 ９月１０日改正 

平成１１年 ３月 ２日改正 

平成１２年 ３月 ７日改正 

平成１８年 １月１３日改正 

平成２７年 ４月２０日改正 

平成２８年 ４月２０日改正 

平成３１年 ４月１９日改正 

令和 ５年 ４月２１日改正  

令和６年  １月改訂予定 

附 則 

各理事会に次のとおり理事をおくる。 

（１） 芦屋市Ｐ･Ｔ･Ａ協議会 ·················· 会長

（２） 給食理事会 ·························· 事務局

（３） 学校保健委員会 ······················ 事務局
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芦屋市ＰＴＡ協議会

慶弔規定 

第1条 この規定は、芦屋市ＰＴＡ協議会の慶弔について必要な事項を定める。 

第2条 慶弔の範囲は、次のとおりとする｡ 

（１） 役員、総会の構成員、本人の場合は、香料５,０００円。

（２） 役員の配偶者又は父母、子（同居又はそれに準ずる。）の場合は弔電。

（３） その他、関係者については、上記（１）、（２）に準じて会長が決定し、理事会

に報告する。

第3条 この規定に定めるもののほか、必要なことは会長が定める。 

附 則 

１. この規定は、昭和５４年１１月５日から施行する。

２. 平成６年５月３０日一部改正

３. 平成１４年５月２４日一部改正

４. 協議会構成の各単ＰＴＡの慶弔基準を別表のとおりとする。

 芦屋市立学校園ＰＴＡ慶弔基準 

費 用 金 額(円) 概 要 

１ ＰＴＡ会員の死去 5,000 

２ 教職員の死去 5,000 

３ 教職員の殉職 各単Ｐで決定 

４ 教職員の配偶者とその父母・子の死去 3,000 

５ 園児・児童・生徒の死去 5,000 

６ 教職員の退職 3,000～5,000 

７ 教職員の転任 各単Ｐで決定 





令和６年 月発行



新旧対照表 旧 新 
【全資料について】 
 育友会 PTA 
【打出浜小学校育友会構成と役割】 
ｐ１ 幹事会とは 幹事会とは 

事務局、市育成愛護委員、幹事で構成され､総会に次ぐ決定機関です。 
役員会とは 
役員で構成され、総会に次ぐ決定機関です。 

ｐ２ 事務局とは 会長・・・１名 
副会長・・３名（保護者２名 教頭先生） 
庶務・・・2名 
会計・・・3名 

下記の役名を参考に、集まった人数でできることをします。 
 会長 
副会長（１名は教頭先生） 
会計 ・ 庶務 

ｐ２ 育友会幹事とは 育友会幹事とは 
各学年より選出し、転出等のことを考え補欠若干名を選出します。 
※ 会員と教師、会員と幹事会のパイプ役です。 
※ 幹事会に出席します。 
※ 各部に所属します。 

実行部とは 
 ・学校行事など、各イベントのサポートをします。 
 ・事務局が招集する会議に出席します。 

ｐ２ 事業部とは 事業部とは 
子どもたちや保護者、学校とのコミュニケーションをはかるための
活動を行い、学校行事等のサポートなどを行います 
お楽しみ会、給食試食会、ベルマーク集計作業をします。 
保護者として必要な教養を養う研修活動に参加します。 
広報誌『うちではま』の企画・制作・発行を行います。 

事業部廃止（既に廃止）に伴い削除 

ｐ２ 愛護部とは 愛護部とは 
登下校・学校行事などにおける子どもたちの安全確保のための活

動を行います。 
学校と連絡をとりあい協調をはかり、通学路の安全点検をします。 
校外児童会への参加、登下校見守りの会準備・運営、愛護部だよ

りを発行します。 

愛護部廃止（Ｒ５年度）に伴い削除 

ｐ３ 市育成愛護委員とは 原則として班長が幹事会に出席し、活動報告をします。 
 

 本会の組織ではありませんが、便宜上本会が委員を募集します。 
 本会の会員/非会員に関わらず、保護者全員から委員を募集します。 
 班長は事務局が招集する会議で活動を報告します。 



 旧 新 
ｐ３ 育友会でよく使われ
る言葉 

＜芦Ｐ協＞＜人権協＞＜精中青健＞＜学校保健会＞＜学校給食会＞ 芦 P 協以外削除 
芦 P 協とは 
“ 専門委員会として「親育て子育ての会」、「芦屋の子どもたちの学
力を考える会」があります。”のみ削除 

ｐ４ 組織図 

  
【芦屋市立打出浜小学校 育友会規約】 
第２条 本会は、家庭と学校との緊密な連絡によって､児童の福祉を増進し、

民主教育の健全  な発達を図ることを目的とする 
 本会は、関係者すべての生活環境をゆたかにすることを目的とす
る。 

第４条  本会の会員は、次のとおりとする。 
（１） 正会員。本校に在籍する児童の保護者と教職員。 
（２） ③退会をする際は退会手続きとして、「育友会活動について

の確認書」及び「育友会退会届」を提出すること。 
（３） 賛助会員。本校教育に理解を持ち、正会員の推薦を受け、幹

事が承認した者。 

本会の会員と入退会については、次のとおりとする。 
（１） 会員 本校に在籍する児童の保護者と教職員。 
（２）③退会をする際は退会手続きとして、「加入状況確認書」及び

「育友会退会届」を提出すること。 
（３）賛助会員。本校教育に理解を持ち、正会員の推薦を受け、役員

会が承認した者。 



 旧 新 
第５条 本会の役員、委員、顧問は、次のとおりとする。 

（１） 会長 １名（保護者） 
（２） 副会長  ３名（保護者２名、教頭） 
（３） 幹事 若干名（保護者） 
（４） 会計 ３名（保護者） 
（５） 庶務 ２名（保護者） 
（６） 会計監査委員２名（前年度会計の内２名） 
（７） 委員 会長は、必要に応じて幹事会にはかり、各種専門委員

会を委嘱することができる。 
（８） 顧問 原則として校長が務めることとし、その他必要に応じ

会長が幹事会の承認を得て委嘱する。 

本会の組織構成は、次のとおりとする。 
（１） 事務局 役員を置く 
（２） 実行部 実行部員を置く 
（３） 会計監査 原則として前年度会計を担当した者が務める 
（４） 顧問 原則として校長が務めることとし、その他必要に応じ

会長が役員会の承認を得て委嘱する。 
 
 
 

第６条 本会の役員の任務は、次のとおりとする。 本会の役員の任務は、原則として次のとおりとする。 
第７条 本会の役員の選出及び任務は、次のとおりとする。 

（１） 事務局役員は、選考委員会の選考を経て選出し、総会の承認を
うける。 

（２） 幹事は、原則として各学年より選出する。 
（３）  役員の任期は、次期総会までとする｡但し、再任は妨げない。補

欠幹事は、前任者の残任期間を継承する。尚、会長、副会長は、
引き続いて同一の役に２年を超えてつくことができない。 

本会の役員及び実行部員の選出及び任務は、次のとおりとする。 
（１） 役員は会員より選出し、総会の承認を得る。 
（２） 実行部員は、会員より選出する。 
（３） 役員及び実行部員の任期は、次期総会までとする｡但し、再任は

妨げない。尚、会長、副会長は、引き続いて同一の役に３年を
超えてつくことができない。 

第８条 （３）幹事会  本会運営に必要な事項を審議する。 
（６）緊急事項については、幹事会の決議により執行することができ

るが、総会で報告しなければならない。 
（８） 定期総会および臨時総会の開催において、幹事会が必要と認め

たときは、書面総会を開催することができる。全ての総会は同
じ効力を持つ。 

（３）役員会  本会運営に必要な事項を審議する。 
（６）緊急事項については、役員会の決議により執行することができ

るが、総会で報告しなければならない。 
（８）定期総会および臨時総会の開催において、役員会が必要と認め

たときは、書面総会を開催することができる。全ての総会は同
じ効力を持つ。 

第 10条 細則は、この規約に従うこととする。なお、不明な点があれば、幹事
会の判断に従うものとする。 

細則は、この規約に従うこととする。なお、不明な点があれば、役員
会の判断に従うものとする。 

  



 旧 新 
【育友会運営細則】 
第１条  

規約７条に基づく役員選出の時期及び方法を次のとおりとする。 
但し、芦Ｐ・阪Ｐ・県Ｐ等の当番校にあたった年度は、この限りで

はない。 
（１） 選考委員会 原則として、その年の各学年幹事、事務局より若干

名が任務にあたることとする。 
（２） 会長  会員より１名選出する。 
（３） 副会長 会員より２名選出し教師からの１名は教頭とする。 
（４） 会計  会員より３名を選出する。 
（５） 庶務  会員より２名を選出する。 
（６） 幹事  各学年数名の幹事を募集し選出する。募集で足りない

場合は、年度初めに不足している学年から話し合いに
よって選出する。 

（７） 役員の免除 会長・副会長経験者は、経験年以降の幹事選出を免
除とする。ただし立候補による選出の場合は、この限りではな
い。 

第２条に変更 
規約第５条に基づく、役員の役名と人数は、原則として次のとおりと
する。 

（１） 会長 １名 
（２） 副会長 ２名とし、うち１名は教頭とする。 
（３） 会計 １名 
（４） 庶務 １名 
但し、役名と役名ごとの人数は必ずしも上記のとおりでなくともよ
い。また芦 P 協等の役員を選出する場合は兼任も可とする。 

第２条 規約６条に基づく組織と任務の内容を次のとおりとする。 
（１） 育友会幹事  各部の運営及び部活動にあたる。 
（２） 部活動    幹事は、次のとおり部活動に所属する。 

(ア) 事業部(学年代表・広報係)（イ）愛護部 
（３） 各部運営   部長１名・副部長１名を選出し各部の企画運

営にあたる。なお事務局及び各部部長・副部長の経験者は、
経験年度以降の部長・副部長選出を免除とする。ただし立候
補による選出の場合は、この限りではない。 

（４） 市育成愛護委員 原則として各学年より１名（計６名）を選
出する。班長１名、副班長１名を選出し、企画・運営にあた
る。芦屋市から委嘱され、芦屋市青少年育成愛護委員会打出
浜班に所属し活動する。 

育友会幹事とは異なる。ただし、幹事経験とみなされる。 

第１条に変更 
規約第５条に基づく組織と任務の内容は、次のとおりとする。 
（事務局） 
・本会の運営における諸任務を行う。 
・実行部員を募集する。 
・必要に応じて実行部を招集し会議を行う。 

（実行部） 
・学校行事などを各イベントの段取りとサポートを行う。 
・学校との調整、お手伝いスタッフの募集、スタッフへの指示連絡
などを行う。 

・事務局をサポートする。 



 旧 新 
第３条 規約第２条に基づき、本会の性格を次のとおりとする 

（１） 自分たちの文化教養を高めるための自主的な教育集団であ
り、学習する育友会である。 

（２） 主体的に自主学習が行なえるよう教師がリーダーにならな
い。 

（３） 教師も育友会の一員であるので、専門的な立場から意見を述
べていく。 

（４） 自分たちが教養を高めることにより、子どもがより良く育ってい
くよう心がける。 

（５） 学校の教育方針をよく理解し、学校と協力して子どもを育て
ていく。 

（６） 地域教育をより良くするための愛護活動を盛んにする。 
 

削除 

第４条  本会の活動内容を下記のとおりとする。 
（１） 愛 護 活 動 

 子どもの人権を守り、その健全な育成のための推進役とな
ることを主旨とし、主な活動として、登校安全指導等。市育
成愛護委員はその他に、地域のパトロール等。 

（２） 学 習 活 動 
 学校の教育方針を理解する。教科書の内容を勉強してみる。
性の問題について学習する。親子の問題について・子どもの
問題について・芦屋の歴史について･人権学習について等。 

（３） 広 報 活 動 
 幹事会、愛護部、事業部、学級活動などの話し合いや活動内
容などの広報活動。 

削除 

第５条  活動までの順序は育友会の学級会（他の方法も可）を開き、学級全
員の意見を聞き、学級で行なうもの、学年で行なうもの、学級全体で
とりあげてほしいものなどの種分けを行い、幹事会に出して常に交流
を図る。 

削除 

 第６条 活動の場所は、学校内を原則とする。 削除 



 旧 新 
 第７条 学習会は、主体は育友会会員とし、全体に関係のある話題と

する。 
削除 

 第８条 同好会は、育友会のあり方から考え育友会活動から切り離
す。スポーツ同好会、コーラス部等には補助金を出さず、器
具・消耗品については考えることとし、会費を徴収し、責任
者を選出し、独立した活動をすることとする。育友会のサー
クル活動には、次のとおり条件をつける。 
（１） 校内でできるものに限ること。 
（２） 打出浜小学校育友会会員のみを対象にすること。 
（３） 各部企画をしたら必ず責任者を指名し、部内活動と

してのサークル活動を明らかにさせる。 
（４） 毎年度当初に幹事会で検討する。 

削除 

 第９条 その他必要あるときは、会長が判断し幹事会で報告する。  
新規追加  第３条 役員の最低人数 

 役員の最低人数は２名とし、うち１名は教頭が務める副会長とす
る。 

新規追加  第４条 規約第６条に基づく役員の役割 
 会計の役割を優先し、集まった人数でできることをする。 

  第５条 規約第５条に基づく実行部員の人数と活動は、次のとおりと
する。 
 運動会や音楽発表会など学校行事を優先し、集まった人数でできる
ことをする。 
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